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特集 特集特 殊（ N B C ）災 害 合 同 訓 練
〜 テ ロ 災 害 に 立 ち 向 か う 男 た ち 〜 市 民 の 安 全 を 守 る 青 色 防 犯 パト ロ ー ル

「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。
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広告

市では経費削減のため有料広告を掲載しています。なお広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。

 9：00 12：00
20:00 23：00
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市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

７,８８９人（9月28日現在）
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市川市役所フェイスブック 検索

もしもに備えて
市川市総合防災訓練実施

華麗な足技を披露

8月27日

地元の味、地域ブランド「市川のなし」9月9日中山大仏の修理工事見学 9月10日

9月7日

　「少しでも多くの人に広報紙を手に取っ
てもらいたい」という思いで写真も気合を
入れております。狙った時間に、良いコン
ディションで、居合わせた市民の方にお願
いして撮影するのは難しい。断られること

もあるし、了承いただいても、イメージと違
うと泣く泣くボツになることも。そんなわけ
で、下見で職員が仮のモデルになることも
あります。9月はなかなか天気に恵まれず、
雨の中で仮撮影を決行。後輩を江戸川で走

らせて何枚も撮影しました。印刷してみると
“一体何をやらされているんだろう”と困
惑の表情の後輩。そんな苦労と撮影などに
協力いただいた市民の方々のおかげで、今
号も発刊できそうです。

市川市住民基本台帳人口（8月31日現在） ▶ 484,262人　男 245,941人  女 238,321人  239,309世帯

　9月6日、7月に長野県で行われた
「JOCジュニアオリンピックカップ 第10
回全日本ジュニアテコンドー選手大会」
で３位に入賞した3選手が、市長へ表
敬に訪れました。
　相手と組む「キョルギ（組手）」部門で
は、千

ち
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わ き

登
と う

耀
よ う

選手と、嶋
し ま

内
う ち

楓
かえで

選手が、
技を演武する「プムセ（型）」部門では、
田中頌

しょう

馬
ま

選手が、学年と体重ごとの階
級で、それぞれ第３位に入りました。3人
とも、市内の中学校に通う1年生です。
　市長の前で、足技などを華麗に見せ

てくれた3選手。「次回は優勝を目指し
て頑張ります」と話していました。

　８月２７日、大洲防災公園・行徳駅前公
園の２会場では市民参加・体験型の訓練
が、防災拠点となる各小学校では防災
拠点訓練がそれぞれ行われました。
　今回の訓練は、千葉県北西部を震
源域とするマグニチュード７.３の地震が
発生し、本市では震度６強が観測され
甚大な被害が発生したという想定。
　消防と救助犬協会による救助救出
のデモンストレーションや、住民が参加
及び体験できる初期消火訓練、応急
救護訓練などが行われました。
　実災害さながらの緊張感と緊迫感の

中、訓練目的である「自助」・「共助」・「公
助」の連携強化が図れた訓練でした。

　全国・世界に誇る地域ブランド「市川の
なし」。
　江戸時代から栽培が始まり、当時の将
軍に献上された由緒ある「市川のなし」は、
長い歴史に裏打ちされた高い栽培技術と
梨栽培に適した風土により育まれた甘く
おいしい市川市を代表する農産物です。
　その「市川のなし」を知ってもらうため、９
月２日に東京メトロ東西線「行徳駅」駅前
広場で、9月9日には「市川駅」南口駅前
ロータリーで「市川のなし」フェアが開催さ
れました。
　フェアでは、「市川のなし」や梨加工品
の販売、無料配布が行われ、訪れた方に
梨と笑顔をプレゼントしました。

　３００年前に造られた法華経寺の大
仏は、風雨や地震などの影響で破損、
傾斜が目立つようになったため、平成28
年４月より２年がかりの修理工事を行っ
ています。
　９月９日、工事現場の見学会が行われ
ました。
　目を引くのは、手が触れられる高さに
仮設されている大仏とそれを載せていた
蓮
は す

の台座の中。
　このような珍しい光景を見ることがで
きたのは2.4トンの大仏、１.５トンの台座
を移動して一番下の基礎から直してい
るためです。
　参加した方がたは300年分の御利益
にと、ありがたく大仏さまに触れ、国指定
文化財 祖師堂の中にて調査説明と高
座説教に聞き入っていました。


